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市制施行50周年を迎えました

2面･･･市制施行50周年記念表彰　 4・5面･･･市制施行50周年記念特別対談

市制50周年キャッチフレーズ｢つな
がる つなげる 伊勢原のひとコマ｣を
テーマに、市民の皆さんから寄せられ
た写真と市の広報写真を加えた計3535
枚を組み合わせ、日本遺産｢大山詣り｣
を描いた歌川豊国作の浮世絵｢大
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｣が浮かび上がるモザ
イクアートを制作しました。

家族や友人と過ごす日常や大切な思

い出、四季折々の風景、地域の行事と
いった伊勢原ならではの一コマ一コマ
が、50年の節目を祝うアート作品の構
成要素になっています。

完成した作品は市役所1階ロビーで
展示するほか、市ホームページで応募
した写真と添えられたメッセージをご
覧になれます。

経営企画課 94-4845

令和3（2021）年 No.12173月1日

新型コロナウイルス感染症の影響で、掲載している内容が変更となっている場合があります

東海大学医学部付属病院 病院長メッセージ
裕がありましたが、第3波では患者が急増
し、医療体制のひっ迫が続いています。

重症患者のケアには多くのスタッフが必
要となります。最近では徐々に新規感染者
が減少し、搬送依頼も落ち着いてきました
が、まだまだ綱渡りの状態です。

若い人でも味覚・嗅覚障がい、倦
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新型コロナウイルス感染症が国内で確認
されてから1年が経過しました。私たち医
療従事者も、ここまで流行が長引き、世界
の社会情勢をも変えてしまうとは、全く想
像していませんでした。

当院では、重症患者を中心とした治療を
行っています。第1、2波ではある程度の余

持続などの後遺症が報告され
ています。皆さまの健康のた
め、医療体制の現状をご理解
いただき、引き続き感染リス
クを低減させる行動をお願い
します。

東海大学医学部付属病院 渡辺　雅彦 病院長

～市制施行50周年記念事業 みんなの写真で｢モザイクアート｣が完成～
煌めく一瞬、芸術に
き　ら


